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中
西
　
過
剰
債
務
問
題
を
ど

う
考
え
る
か
。

　
安
田
　
問
題
の
本
質
は
負
債

を
返
済
で
き
る
か
で
は
な
い
。

負
債
が
重
荷
と
な
り
、
収
益
を

拡
大
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

投
資
な
ど
の
資
金
を
手
当
て
で

き
な
い
状
態
を
過
剰
債
務
と
い

う
。
そ
の
事
業
性
を
見
極
め
な

い
で
支
援
し
て
し
ま
え
ば
、
単

な
る
赤
字
補
填
に
な
り
か
ね
な

い
。
過
剰
債
務
を
抱
え
る
小
規

模
事
業
者
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

支
援
す
る
場
合
は
、
費
用
対
効

果
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
加
藤
　
多
く
の
場
合
、
負
債

を
返
済
し
て
い
る
だ
け
で
は
十

分
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
考
え

が
及
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
事
業
の
再
構
築
で
回
復
す

る
だ
ろ
う
収
益
力
に
対
し
て
債

務
が
過
剰
で
あ
る
か
と
い
う
点

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
点
で
は
な
く

線
の
時
間
軸
で
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
星
　
支
援
の
是
非
を
考
え
る

際
の
一
般
的
な
基
準
を
設
け
る

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
に
困

る
企
業
が
出
て
く
る
と
見
ら
れ

る
。
コ
ロ
ナ
時
よ
り

売
り
上
げ
は
回
復
し

て
い
る
が
、
ま
だ
少

し
苦
労
し
て
い
る
企

業
を
対
象
に
す
る
な

ど
、
支
援
の
判
断
は

慎
重
に
し
た
い
。

　
植
杉
　
危
機
の
た
び
に
手
厚

い
中
小
企
業
支
援
が
繰
り
返
さ

れ
、
い
つ
し
か
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
悪
く
て
も
政
府
や
金
融
機

関
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
意

識
が
企
業
に
醸
成
さ
れ
て
い
な

い
か
懸
念
し
て
い
る
。
債
務
履

行
が
困
難
で
事
業
に
も
問
題
が

あ
る
場
合
、
事
業
再
生
に
踏
み

出
せ
る
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る

か
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
支
援

の
手
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き
る

か
と
い
う
論
点
も
重
要
だ
。

　
中
西
　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
を
受

け
た
時
点
で
事
業
に
も
財
務
に

も
問
題
が
あ
り
、
状
態
が
よ
り

深
刻
化
し
て
い
る
企
業
に
つ
い

て
は
、
清
算
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
星
　
こ
れ
か
ら
苦
し
く
な
る

企
業
が
増
え
る
と
す
る
と
、
破

綻
す
る
前
に
転
職
す
る
人
も
増

え
る
。
す
ぐ
に
次
の
職
場
に
移

れ
る
よ
う
な
労
働
市
場
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
清
算
は

そ
れ
に
関
わ
る
人
間
の
終
わ
り

で
は
な
く
、
む
し
ろ
再
出
発
の

第
一
歩
だ
。

　
安
田
　
経
営
改
善
・
事
業
再

構
築
に
早
め
に
着
手
す
る
ほ
ど

存
続
の
可
能
性
は
高
ま
る
。
倒

産
を
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く

恐
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
経
営

者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
浸
透

も
重
要
と
な
る
。
す
ぐ
に
仕
事

が
見
つ
か
る
よ
う
な
雇
用
環
境

に
な
れ
ば
、
会
社
都
合
で
退
職

し
た
と
し
て
も
転
職
先
で
賃
金

が
下
が
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く

な
る
か
も
し
れ
な

い
。
　
植
杉
　
企
業
の

開
業
率
と
廃
業
率

の
相
関
は
高
く
、

清
算
を
含
む
退
出

は
企
業
の
新
陳
代

謝
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

自
己
破
産
し
た
経
営
者
に
ど
の

程
度
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

が
残
る
の
か
。
そ
こ
が
あ
る
程

度
担
保
さ
れ
れ
ば
、
退
出
に
踏

み
切
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
加
藤
　
清
算
は
従
業
員
や
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
よ
り
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
決
断
を
促
す
に
は
、
経
営
者

保
証
の
改
革
や
廃
業
型
私
的
整

理
手
続
の
選
択
な
ど
経
営
者
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
で

は
な
い
か
。
雇
用
の
受
け
皿
は

セ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
須
賀
　
日
本
の
上
場
企
業
は

欧
米
に
比
べ
デ
ー
タ
に
あ
る
よ

う
に
自
己
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ

Ｅ
）
が
低
い
。
成
長
戦
略
も
大

切
だ
が
利
益
構
造
を
ど
う
つ
く

る
か
を
考
え
た
方
が
い
い
。
再

生
が
必
要
な
企
業
も
、
そ
う
し

た
視
点
で
事
業
を
再
構
築
し
て

ほ
し
い
。
ニ
ッ
チ
な
領
域
で
シ

ェ
ア
が
高
い
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
優
良
企
業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
横
展
開
に
成
長
の
余
地

が
あ
る
は
ず
だ
。

　
中
西
　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

育
成
や
成
長
に
お
い
て
重
要
な

要
素
は
何
か
。

　
須
賀
　
経
営
陣
の
マ
イ
ン
ド

や
資
金
面
で
の
支
援
、
伴
走
支

援
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

存
在
な
ど
が
重
要
だ
。
政
府
に

よ
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成

５
か
年
計
画
」
や
東
京
証
券
取

引
所
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る

見
直
し
な
ど
、
環
境
整
備
も
進

み
つ
つ
あ
る
。

　
植
杉
　
日
本
の
潤
沢
な
資
金

を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
局
面
に

応
じ
て
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
須
賀
　
サ
ポ
ー
ト
の
主
体
、

例
え
ば
政
府
、
大
学
、
自
治
体
、

Ｖ
Ｃ
、
コ
ン
サ
ル
会
社
、
証
券
、

銀
行
、
監
査
法
人
な
ど
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
日
本

に
は
資
本
市
場
で
支
援
し
た
く

な
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

で
魅
力
的
な
企
業
が
数
多
く
あ

る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
投
資

す
る
シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
な
ど
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資

家
や
、
知
見
の
あ
る
方
、
経
験

者
な
ど
と
企
業
を
つ
な
ぐ
環
境

づ
く
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
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　これからの日本に必要な政策発信を目的に開催している「一橋大学
政策フォーラム」。2022年度3回目は、みずほ証券との共催で「ポス
トコロナの経済活性化に向けて」をテーマに実施した（協力：金融財政
事情研究会）。コロナ禍が日本の経済社会に与えた影響は大きい。企
業の新陳代謝を促し、今後の日本の成長戦略を描くために必要なこと
について、第一線で活躍する研究者や実務家が多角的に議論した。

こここここれかれかれかれかれかれかからのらのらのらのらのらのらのらの日日日日日日日本本日本日本日本日本日本日本に必に必に必に必に必に必に必に必必要なな要な要な要な要な要な政策政策政策政策政策政策政策発信信発信発信発信発信発信を目を目を目を目を目を目を目的に的にに的に的に的に的に的に開催開催開催開催開催開催開催催してしてしてしてししてしてしてし いるいるいるいるいるいるるる「一「一「一一「一「一「一橋大橋大橋大橋大橋大橋大橋大橋 学学学学学学学学学学
政政政策政策政策政策政策政策政策フォフォフォフォォフォフォーーラーラーラーラララララムムムムムムム」ム」ム」ム」ム」ム」ム」ム 。。2。2。2。2。2222020202020222年2年2年2年2年2年2年年度3度3度3度3度3度 回目回目回目回目回目回目回目はは、は、は、、、ははははは みみずみずみずみずみずみずみずほ証ほ証ほ証ほ証ほ証証ほ証ほ 券と券と券と券とと券と券券券 のの共の共の共の共の共の共共催で催で催で催で催で催で「ポ「ポ「ポポポ「ポ「 スススススススス

経経済済活済 性 向向向 」」 実施実施実施 （（（協協協力力力力力 融財政財政政政政トコトコトコトココココロナロナナロナロナロナロ ののの経の経の経の経の経の経の経経済済済済済済活済活済活済活済活活済 性化性化化性化性化性化性化性 に向に向に向に向に向に向向けてけてけてけてけてけてけけけ 」」を」を」を」ををををテーテーテーテーテーテーテテテ マママにマにマにマにマにマ 実実施実施実施実施実施実施施したしたしたししたしたしたしたた（（（協（協（協（協（協協協力力力：力：：力力力力 金金金金融金融金融金融金融金融融財政財政財政政政政財政財政財政財
事事事情事情事情事情事情事情事情情研究研究究研究研究研究研 会）会）））会）会）会）会 。コ。コ。。。コ。コ。ココココロナロナロナロナロロナナナ禍が禍が禍が禍が禍が禍禍が禍禍禍 日本日本日本日本日本日本日本のの経の経の経の経の経経経済社済社社社済社済社済社済社会に会に会に会に会に会に会に会 与え与え与え与え与え与え与え与 たた影た影た影た影た影影響は響は響はは響は響は響は響 大大き大き大き大き大ききい。い。い。い。いいい 企企企企企企企企企
業業の業の業の業の業の業の業の業 新陳新陳新陳新陳新陳新陳新 代謝代謝代謝代謝代謝謝代謝代謝代 を促をを促を促を促を促を促しし、し、し、し、しししししし 今今今今後今後今後今後今後今後後の日の日の日の日の日日本の本の本の本の本の本の本 成成成成長成長成長成長長戦略略略戦略戦略戦略戦略を描を描を描描を描を描を描くたくたくたくたくたためにめににめにめにめにめに必必必要必要必要必要必要必要要なこなこなこなここなこなこなな ととととととと
につにつにつにつにつにつついていていていてていていて、、、、第、第第第第第第第第一線一線一一一一線一線一線線線線で活で活で活で活で活活活で活で 躍す躍す躍す躍す躍す躍す躍すすする研る研る研る研る研る研研るるる 究者究者究者究者究者究者究者者や実や実や実や実や実実実や実や 務家務家務家務家務家務家務家家が多が多が多が多が多が多が多角的角的角的角的角的角的角 に議に議に議に議に議に議に議議論し論ししししし論し論し論論論 た。た。た。た。た。たたたた

　これからの日本に必要な政策発信を目的に開催している「一橋大学
政策フォーラム」。2022年度3回目は、みずほ証券との共催で「ポス
トコロナの経済活性化に向けて」をテーマに実施した（協力：金融財政
事情研究会）。コロナ禍が日本の経済社会に与えた影響は大きい。企
業の新陳代謝を促し、今後の日本の成長戦略を描くために必要なこと
について、第一線で活躍する研究者や実務家が多角的に議論した。

　これからの日本に必要な政策発信を目的に開催している「一橋大学
政策フォーラム」。2022年度3回目は、みずほ証券との共催で「ポス
トコロナの経済活性化に向けて」をテーマに実施した（協力：金融財政
事情研究会）。コロナ禍が日本の経済社会に与えた影響は大きい。企
業の新陳代謝を促し、今後の日本の成長戦略を描くために必要なこと
について、第一線で活躍する研究者や実務家が多角的に議論した。

ポストコロナの経済活性化に向けて
～企業の新陳代謝の促進と日本の成長戦略～

ポストコロナの経済活性化に向けて
～企業の新陳代謝の促進と日本の成長戦略～

ポストコロナの経済活性化に向けて
～企業の新陳代謝の促進と日本の成長戦略～

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め

に
大
規
模
な
資
金
繰
り
支
援
が

行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
雇
用
を
守

っ
た
半
面
、
コ
ロ
ナ
に
関
わ
ら

ず
衰
退
し
た
だ
ろ
う
産
業
や
企

業
の
延
命
に
つ
な

が
っ
た
。
こ
れ
か

ら
債
務
の
履
行
が

困
難
に
な
る
企
業

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
債
務
の
履
行
が
困
難
に
な
る

企
業
の
状
態
は
、
事
業
に
問
題

は
な
く
、
た
だ
債
務
の
履
行
が

難
し
い
と
い
う
財
務
的
危
機

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
ト
レ
ス
）
と
、
事
業
そ
の
も

の
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
経
済
的
危
機
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
）
に
大
別

で
き
る
。
し
か
し
、
現
実
に
こ

れ
ら
を
区
別
す
る
の
は
難
し

い
。
そ
の
結
果
、
必
要
な
金
融

支
援
が
得
ら
れ
ず
、
健
全
企
業

が
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能

性
や
、
必
要
な
事
業
の
再
構
築

を
し
な
い
ま
ま
金
融
支
援
を
受

け
て
非
健
全
企
業
が
存
続
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　
か
つ
て
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制

は
、
こ
う
し
た
問
題
を
軽
減
し

て
い
た
。
金
融
面
だ
け
で
な
く

経
営
面
で
も
支
援
を
行
い
、
時

に
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
新
し
い

経
営
者
を
据
え
て
事
業
の
再
建

に
当
た
る
例
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
１
９
８
０
年
代
こ
ろ
か
ら

メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
が
衰
退
し
、

非
健
全
企
業
が
存
続
す
る
問
題

が
深
刻
化
。
事
業
自
体
に
懸
念

の
あ
る
企
業
が
金
融
支
援
に
よ

っ
て
破
綻
を
免
れ
る
「
ゾ
ン
ビ

企
業
」問
題
に
発
展
し
た
。

　
ゾ
ン
ビ
企
業
は
健
全
企
業
の

収
益
性
に
悪
影
響
を
与
え
、
新

規
の
健
全
企
業
の
参
入
を
阻
害

す
る
。
将
来
性
の
な
い
企
業
に

貴
重
な
物
的
・
人
的
資
源
が
と

ど
ま
る
の
も
非
効
率
的
だ
。

　
コ
ロ
ナ
時
の
金
融
支
援
は
、

以
前
か
ら
支
払
能
力
が
低
か
っ

た
企
業
に
向
か
う
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
結
果
的
に
新
た
な
ゾ
ン

ビ
企
業
を
生
ん
だ
可
能
性
が
あ

る
。
　
現
在
も
様
々
な
事
情
で
財
務

的
危
機
に
あ
る
企
業
は
少
な
く

な
い
。
今
後
の
金

融
支
援
に
当
た
り
、

事
業
の
再
構
築
が

必
要
か
ど
う
か
を

誰
が
判
断
す
る
の
か
。
再
構
築

を
後
押
し
す
る
制
度
や
廃
業
し

や
す
く
な
る
仕
組
み
な
ど
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

企
業
支
援
の
在
り
方
検
討

基
調
講
演
１
　
　
　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

経
済
学
の
視
点

主催 一橋大学大学院経営管理研究科

一橋大学は2025年に
創立150周年を迎えます。
一橋大学は2025年に
創立150周年を迎えます。

共催 みずほ証券 協力 一般社団法人金融財政事情研究会

　
経
済
学
や
金
融
、
中
小
企
業

支
援
な
ど
の
観
点
か
ら
、
非
常

に
有
意
義
で
示
唆
に
富
む
議
論

が
聞
け
た
と
思
う
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
企
業
支
援
や
経

済
活
性
化
に
つ
い
て
の
論
点
が

整
理
さ
れ
、
有
益
な
知
見
が
得

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
活
性
化

の
議
論
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
登
壇
い
た

だ
い
た
皆
様
、
参
加
者
の
皆
様

に
深
く
感
謝
し
た
い
。

議論の深化
さらに期待

小西 大氏

一橋大学大学院
経営管理研究科教授・

ファイナンス研究センター長

　
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
現
・
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
）
は
２
０
０
３
年
、
中
小
企

業
の
事
業
再
生
を
支
援
す
る
機

関
と
し
て
全
国
４７
都
道
府
県
に

設
置
さ
れ
た
。
公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
再

生
支
援
を
行
う
こ
と
、

財
務
だ
け
で
な
く
事

業
の
再
生
を
重
視
す
る
こ
と
、

秘
密
を
厳
守
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
活
動
し
、
年
間
５
０
０

０
社
を
超
え
る
企
業
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
。

２２
年
４
月
、
現
在
の
中
小
企

業
活
性
化
協
議
会
に
改
組
し
、

中
小
企
業
の
収
益
力
改
善
、
事

業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一

元
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
え

た
。
　
中
小
企
業
の
支
援
ニ
ー
ズ
は

増
大
し
て
い
る
。
活
性
化
協
議

会
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は

過
去
最
高
水
準
に
あ
り
、
対
応

し
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
。
実
質
無

利
子
・
無
担
保
で
融
資
し
た

「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
本
格
的

な
返
済
開
始
が
、
今
夏
に
か
け

て
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
と
言
わ
れ

る
。
物
価
高
や
電
気
代
の
上
昇

は
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
影
響

が
及
ぶ
だ
ろ
う
。
価
格
に
転
嫁

で
き
な
け
れ
ば
、
支
援
ニ
ー
ズ

は
想
像
以
上
に
増
え
る
恐
れ
が

あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
活
性
化

協
議
会
は
、
改
善
に
早
期
着
手

す
る
こ
と
で
事
業
者
と
金
融
機

関
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
と
訴

え
て
い
る
。
自
主
再
建
で
は
な

く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
型
の
事
業
再

生
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
が
増

え
て
い
る
背
景
に
は
、
着
手
の

遅
れ
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
事
業
者
や
経
営
者

が
早
期
に
問
題
に
気
付
き
、
改

善
を
図
る
の
は
ま
れ
だ
。
予
防

的
対
応
を
進
め
る
に
は
、
顧
問

税
理
士
や
金
融
機
関
に
よ
る
伴

走
支
援
が
重
要
に
な
る
。
特
に

事
業
承
継
の
検
討
時
は
好
機

だ
。
経
営
者
保
証
を
解
除
で
き

る
か
が
、
企
業
の
状
態
を
判
断

す
る
目
安
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
抜
本
的
な
再
生
や
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
判
断
は
容
易
で
は
な

い
。
事
業
者
は
保
証
責

任
な
ど
の
責
任
論
が
負

担
と
な
り
、
金
融
機
関

は
引
当
不
足
な
ど
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
難
し

い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ど
う

与
え
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
。

早
期
の
改
善
着
手
促
す

基
調
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法
学
の
視
点

閉会挨拶

起
業
や
退
出
の

環
境
整
備
が
鍵

挨 拶

星 岳雄氏

東京大学大学院
経済学研究科長・
経済学部長

加藤 寛史氏

中小企業活性化全国本部
統括事業再生プロジェクト

マネージャー

須賀 宏典氏

みずほ証券株式会社
企業公開第一部・ニ部部長
兼イノベーション企業戦略部

業務開発室長

安田 行宏氏

一橋大学大学院
経営管理研究科教授

植杉 威一郎氏
一橋大学経済研究所教授

星 岳雄氏

加藤 寛史氏

〈パネリスト〉

中西 正氏

同志社大学大学院
司法研究科教授・
神戸大学名誉教授

〈モデレーター〉

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
活
性

化
に
向
け
て
、
企
業
の
新
陳
代

謝
を
促
す
こ
と
が
必
要
だ
。
Ｍ

＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
な
ど
の
事

業
再
生
や
新
規
企
業
の
参
入
促

進
、
新
規
株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）

に
向
け
た
成
長
戦
略
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
学
問
と

実
務
の
両
面
か
ら
議
論
し
、
と

る
べ
き
道
を
探
り
た
い
。

一橋大学大学院
経営管理研究科教授・
附属図書館長

三隅 隆司氏

〈総合司会〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
か
ら
３
年
余
り
が
経

過
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
出
口
が

見
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
先
送

り
に
さ
れ
て
き
た
経
営
不
振
企

業
へ
の
対
応
や
、
日
本
企
業
の

今
後
の
発
展
・
成
長
を
見
据
え

た
戦
略
の
構
築
が
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
経
済
を
考
え
る
上
で
重

要
な
論
点
に
な
る
。

一橋大学大学院
経営管理研究科長・

商学部長

加藤 俊彦氏

　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
政
府
は

雇
用
の
維
持
や
消
費
の
下
支
え

に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
政
策

を
総
動
員
し
て
き
た
。
そ
れ
ら

は
着
実
に
効
果
を
挙
げ
た
一
方

で
、
日
本
経
済
の
活
力
を
そ
ぐ

副
作
用
を
生
ん
で
い
る
と
の
指

摘
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
を
い
か
に
脱
却
し
、
持
続

的
な
成
長
の
姿
を
描
け
る
か
が

焦
点
に
な
る
。

白川 至氏

みずほ証券株式会社
常務執行役員


